
　初
め
は
小
学
校
の
教
師
だ
っ
た
牧
野
剛
士
先
生
は
、

高
校
の
英
語
科
教
師
に
転
身
し
た
直
後
、
自
身
が
高
校

時
代
に
受
け
て
い
た
講
義
形
式
で
訳
読
中
心
の
授
業
を

行
っ
て
い
た
。「
そ
う
し
た
授
業
で
、
生
徒
が
実
践
的
な

英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
手
探
り
の

福井県立敦賀高校
◎敦賀高等女学校、敦賀商業補修学校、県
立敦賀中学校等を母体に創立。文部科学省
「スーパーグローバルハイスクール」アソシエイ
ト校、OECD「地域創生イノベーションスクー
ル2030」の福井クラスターとして、環境・エ
ネルギー分野の探究学習に力を入れる。
◎設立　1948（昭和 23）年
◎形態　全日制／普通科・商業科・情報経理
科／共学
◎生徒数　１学年約 210人
◎ 2018 年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、東京大、福井大、大阪大、神戸
大、広島大、福井県立大などに88人が合格。
私立大は、慶應義塾大、同志社大、立命館大、
関西大、関西学院大などに延べ202 人が合格。
◎ URL

福井県立敦
つる

賀
が

高校
牧野剛士　まきの・たけし　

教職歴 15 年。同校に赴任して９年目。
進学指導部。英語科担当。
小学校教員としてキャリアをスタート。
５年前の大学院進学が転機となり、
アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善に取り組む。

http://www.tonkou.ed.jp/

15:05 導入 授業
ハイライト

生
徒
に
自
分
の
意
見
を
表
現
さ
せ
る

活
動
中
心
の
授
業
で
、

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
す

まず、牧野先生は、大きな蛇口の横にある粗末な蛇口を
使う黒人の写真をプロジェクターに映し、黒人が粗末な
蛇口の方を使う理由を生徒にペアで話し合わせた。先生
に指名された生徒が「大きな水道は白人しか使えないか
ら」など、英語で述べた。次に、人種差別を表す看板を映し、
20世紀前半のアメリカにおける差別の実態を伝えた。

●
２
年
生「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」で
、人
種
差
別

を
テ
ー
マ
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る「The Fight for 

Rights

」の
全
７
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
。
本
文
を
読
み
、

人
権
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
持
つ
。授
業
で
は
教
師
も
生
徒

も
す
べ
て
英
語
を
使
う
。（
P. 

27
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

大
学
院
進
学
を
機
に
、

自
身
の
指
導
を
見
直
し
た

牧
野
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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状
態
で
し
た
」
と
、
牧
野
先
生
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
活
動
主
体
の
授
業
を
模
索
す
る
中
、
転
機
と
な
っ
た

の
は
５
年
前
、
大
学
院
生
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
１
年
間

休
職
し
、
母
校
の
福
井
大
学
で
恩
師
か
ら
英
語
の
指
導

法
を
学
び
直
し
た
。
さ
ら
に
、
先
進
校
の
授
業
を
見
学

し
、
外
部
の
英
語
指
導
の
研
究
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、
知
見
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
大
学
院
生

２
年
目
は
、
教
壇
に
立
ち
な
が
ら
論
文
を
書
い
て
修
士

課
程
を
修
了
し
た
。

　
大
学
院
時
代
に
牧
野
先
生
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
授
業

で
生
徒
に
自
分
の
意
見
や
思
い
を
表
現
さ
せ
れ
ば
、
自

然
に
英
語
力
が
身
に
つ
き
、そ
し
て
、授
業
だ
か
ら
で
き

る
学
習
を
さ
せ
て
こ
そ
、
思
考
力
を
高
め
ら
れ
る
と
い

う
指
導
だ
っ
た
。
大
学
院
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
４

技
能
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
習
得
と
生
徒
の
意
見
や
思
い

を
大
切
に
す
る
、
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
。

　
生
徒
の
思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
牧
野
先
生
が
最
も

重
視
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
に
自
分
の
意
見
を
持
た
せ

る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
毎
回
必
ず
、
授
業
の
最
初
と
最

後
に
、
生
徒
が
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
時
間
を
設
け

て
い
る
。
今
回
の
授
業
で
は
、
導
入
時
に
人
種
差
別
を

象
徴
す
る
写
真
を
見
せ
て
生
徒
同
士
で
話
し
合
わ
せ
、

授
業
の
後
半
で
は
自
分
が
本
文
に
登
場
し
た
黒
人
女
性

の
立
場
な
ら
ど
う
す
る
の
か
を
、
ま
ず
個
人
で
考
え
、

次
に
３
人
１
組
で
交
互
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
た
。
自
分

の
言
葉
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
力
を
身
に

つ
け
、
併
せ
て
人
種
差
別
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
感

性
を
養
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

　「
日
本
語
に
お
い
て
も
、
人
は
自
分
の
意
見
や
思
い
を

言
葉
に
す
る
こ
と
で
言
語
能
力
を
獲
得
し
て
き
た
は
ず

で
す
。
英
語
で
も
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と

で
実
践
的
な
語
学
力
が
身
に
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
牧
野
先
生
）

　
そ
う
し
た
活
動
の
鍵
は
、
生
徒
か
ら
多
様
な
意
見
が

出
て
く
る
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
だ
。
今
回
も
、
差

別
に
対
す
る
怒
り
、
悲
し
み
と
い
っ
た
感
情
の
ほ
か
に
、

人
種
差
別
は
当
時
の
常
識
（Com

m
on Sense

）
だ
か

ら
何
も
感
じ
な
い
（N

othing

）
と
い
っ
た
意
見
が
挙

が
っ
た
。そ
う
し
た
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
徒
が
自
身
の
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
、
授

業
の
ね
ら
い
だ
。

　
授
業
の
最
後
に
、
問
い
に
つ
い
て
の
自
身
の
意
見
を

英
文
で
改
め
て
書
か
せ
る
こ
と
も
、
思
考
を
深
め
る
た

め
の
工
夫
だ
。
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
踏
ま
え

て
、
最
終
的
に
は
自
分
で
考
え
る
こ
と
で
、
洗
練
さ
れ

た
英
文
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
そ
の
際
に
使
う
の
は
、
Ａ
４
判
の
ノ
ー
ト
を
半
分
に

裁
断
し
た
「think &

 w
rite

ノ
ー
ト
」
だ
。
Ａ
４
判
で

は
英
文
を
た
く
さ
ん
書
い
て
も
余
白
が
生
ま
れ
、
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
ノ
ー
ト
を
小
さ

15: 17 15:10黙読、True or False 本文のリスニング

生徒全員が起立し、各自で本文を黙読し、読み終わった生徒
から着席した。次に、ワークシートにある True or False の３
問にペアで取り組んだ。解答者はジャンケンで決める。答え
る際には「最初の文章はＴ、なぜなら……」と、T or F の根
拠を本文の中から示すのがルールだ。そして、先生に指名され
た数人の生徒が３つの問いの答えを英語で発表した。

牧野先生は、今のアメリカは多様な人種が同じ社会に共存す
ると説明し、「きっかけをつくったのは誰か」と問いかけてから、
本文のリスニングを行った。本文の内容は、バスに座っていた
黒人女性が運転手から白人に席を譲る（stand）よう言われて
拒否し、刑務所に入れられたという話だ。生徒は CD から流
れる音声を２回聞いた後、本文の内容をペアで確認し合った。

授
業
の
最
初
と
最
後
に

必
ず
英
語
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

家
で
で
き
る
こ
と
は
家
で
や
る
、

授
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
学
習
を
重
視
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く
し
、
そ
こ
に
ぎ
っ
し
り
書
か
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
が

達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
徒
が
英
語
を
使
う
時
間
を
多
く
す
る
た
め
、

牧
野
先
生
は
授
業
で
使
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
事
前
に
配

布
し
、
本
文
の
通
読
や
新
出
単
語
の
確
認
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
で
行
う
Ｔ
or
Ｆ
の
準
備
な
ど
、
生
徒
に
予
習
を
さ
せ

て
い
る
。
新
出
単
語
や
イ
デ
ィ
オ
ム
の
解
説
は
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
い
て
お
き
、
授
業
で
の
説
明
は
５
分
程
度

で
終
わ
ら
せ
、
時
間
が
な
け
れ
ば
割
愛
す
る
。

　「
１
人
で
も
で
き
る
学
習
は
自
分
自
身
で
行
い
、
授

業
で
は
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
１
人

で
は
で
き
な
い
学
習
に
時
間
を
充
て
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

　
今
で
は
、
生
徒
は
自
然
に
英
語
を
話
し
た
り
書
い
た

り
し
て
い
る
が
、
入
学
当
初
は
積
極
的
に
英
語
を
使
う

姿
勢
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
牧
野
先
生
は
、

生
徒
が
文
法
の
間
違
い
や
発
音
の
良
し
あ
し
を
気
に
せ

ず
、
積
極
的
に
英
語
を
使
え
る
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

て
き
た
。

　
そ
の
工
夫
の
１
つ
が
、
発
話
語
数
へ
の
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
だ
。
３
人
１
組
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う

際
、
１
人
目
は
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
、

２
人
目
は
そ
れ
を
聞
く
リ
ス
ナ
ー
、
３
人
目
は
ス
ピ
ー

カ
ー
の
発
話
の
語
数
を
数
え
る
カ
ウ
ン
タ
ー
と
す
る
。

リ
ス
ナ
ー
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
言
を
聞
き
、
言
葉
に

詰
ま
っ
た
時
に
は
質
問
を
投
げ
か
け
て
、
話
が
続
く
よ

う
に
す
る
。
そ
し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
１
分
間
に
話
す
英
文
の
語
数
を
数
え
る
。

　「
語
数
を
数
え
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
も
っ

と
高
め
よ
う
、
内
容
の
濃
い
意
見
を
言
お
う
と
い
う
意

欲
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
１
年
次
か
ら
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
話
す
よ

う
促
し
て
き
た
こ
と
も
、
工
夫
の
１
つ
だ
。
生
徒
が
話

し
や
す
い
よ
う
、
難
し
い
単
語
や
文
法
を
使
わ
ず
、
自

分
の
知
っ
て
い
る
英
語
で
話
す
よ
う
に
と
言
い
続
け
て

き
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
発
言
が
た
ど
た
ど
し
く
、
単

語
の
羅
列
で
あ
っ
て
も
、
牧
野
先
生
は
細
か
な
文
法
の

間
違
い
を
指
摘
せ
ず
、
生
徒
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
く
み
取
り
、
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
そ
れ
ら
の
支
援

を
地
道
に
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒
は
抵
抗
な
く
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
最
大
の
成
果
は
、
生
徒
が
積
極
的
に
英
語
を
使
っ
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
の
語
数
が
増
え
、
１
年
生
か
ら
牧
野

先
生
の
授
業
を
受
け
て
き
た
生
徒
の
多
く
が
、
４
技
能

す
べ
て
が
伸
び
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
牧
野
先
生

が
以
前
に
担
当
し
た
学
年
で
は
、
１
年
次
か
ら
２
年
次

に
か
け
て
の
１
年
間
で
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
グ
レ
ー
ド
５

15:42

授業の最後に、本時の活動について、①オピニオン、②発音・
声量、③コミュニケーション、④会話のそれぞれについて３段
階で自己評価を記入。そして、何を感じ、どう行動したかの
問いについて、全体発表の意見も参考にしながら、自分の意
見をノートに書いた。ノートは牧野先生に提出。後日、牧野
先生は添削して返却する。

15:30

自分が黒人女性の立場だったら、何を感じ、どう行動したか。
理由を含め、個人で１分間考えた後、３人１組になり、１人１分
間で意見を述べ合った。そして、牧野先生に指名された数人が
発表。感じたことは「sad」「angry」「nothing」が挙げられ、
行動については全員が「stand」と回答。その理由は「刑務所
に入るのは嫌だから」「当時の常識だから」と英語で説明した。

オピニオンをノートにまとめる オピニオンをグループでシェア

語
数
を
増
や
す
こ
と
を
意
識
さ
せ
、

発
話
へ
の
積
極
性
を
引
き
出
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
主
導
で
学
び
を
深
め
る
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い

成
果
と
課
題
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以
上
が
33
人
増
加
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
一
層
増
や
す

こ
と
だ
。

　「
教
師
主
導
の
場
面
が
ま
だ
多
い
の
で
、
例
え
ば
、
４

人
１
組
と
な
り
、
生
徒
が
役
割
を
分
担
し
て
、
探
究
的

な
学
び
を
進
め
た
り
、
生
徒
主
導
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
思
考
を
深
め
た
り
す
る
活
動
を
取
り
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
」
と
牧
野
先
生
は
言
う
。

４
技
能
の
向
上
と
思
考
力
を
育
む
た
め
の
試
行
錯
誤
は

続
く
。

石
原
尚な
お
あ
き昌

さ
ん

　英
語
力
が
伸
び
た
の

は
、
毎
回
授
業
で
自
分
の
考
え
を
英
語

で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
文
法
の
正
確
さ
が
気
に
な
っ
て
英
語

を
話
せ
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
思
い
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
文
法
力
も
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

松
葉
康こ
う
す
け佑
さ
ん

　無
理
に
難
し
い
表
現

を
使
わ
ず
、
自
分
が
伝
え
や
す
い
よ
う

に
話
し
た
り
書
い
た
り
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
牧
野
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
英
語
を
使
う

こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
減
り
ま
し
た
。
中
学
時
代
と
比
べ
、

４
技
能
の
す
べ
て
が
伸
び
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
本
聖
矢
さ
ん

　ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
意

見
を
述
べ
合
う
こ
と
が
多
く
、
自
分
と

は
異
な
る
考
え
方
に
触
れ
ら
れ
る
の
が

面
白
い
で
す
。
発
表
の
時
に
は
、
英
語
が
た
ど
た
ど
し

く
て
も
、
牧
野
先
生
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
英
語
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅱ 　【単元・作品】Chapter 4 『The Fight for Rights』　【設定時数】全７時間の中の１時間目
【単元目標】 人種差別についての歴史を理解し、「人権」について自分の意見・考えを英語で表現できる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

Part1 アメ
リ カ で 人
種 差 別 が
なくなって
いったきっ
かけ 

①リスニング・リーディングを通し
て、Part1 の内容を理解できる。

【知識、技能】　②ローザの立場に
なって考え、自分の意見を表現で
きる。【技能、思考力、表現力、
協働性】　

①アメリカでは人種差別が行われ
ていた事実を知り、差別解決の
きっかけをつくった人物について
学習することを知る。②リスニン
グ・リーディングを通して、Part1
の内容を理解する。③自分がロー
ザの立場だったらどうしたのかを
話し合う。④自分の意見を「think 
& write ノート」に書く。

【主体的な学び】画像を用いた導入で、人種差別の
歴史について興味・関心を持たせる。コミュニケー
ション活動後の自己評価シートへの記入。【対話的
な学び】ペアワークを多く取り入れ、スピーキング・
リスニングの機会を増やす。コミュニケーション活
動では、自己評価シートの項目を意識させる。【深
い学び】登場人物の立場になって考えさせる。様々
な意見を発表させ、それを教師が板書し、多様な
考え方があることを学ぶ。

・ワード
カ ウ ン
ター
・ワーク
シート
・think 
& write
ノート

2

Part1と、
Part2 ロー
ザの事件と
黒 人 解 放
運動の始ま
り

① Part1 で出てきた表現を理解
できる。【知識】②本文の意味を
意識しながら、音読活動ができ
る。【技能、表現力】③ローザが
バスの席を立たなかった理由に
ついて、自分の意見を表現できる。

【技能、思考力、表現力】　

① Part1 で用いられている新出の
英語表現の解説を聞く。②意味
を意識しながら、音読活動を行
う。③ Part2 の前段階として、ロー
ザがバスの席を立たなかった理由
を考え、意見を発表し合う。

【対話的な学び】ペアワークを多く取り入れ、スピー
キング・リスニングの機会を増やす。コミュニケー
ション活動では、自己評価シートの項目を意識させ
る。【深い学び】登場人物の立場になって考えさせ
る。様々な意見を発表させ、それを教師が板書し、
多様な考え方があることを学ぶ。

・ワーク
シート

3

Part2 ロー
ザの事件と
黒 人 解 放
運動の始ま
り

①リスニング・リーディングを通し
て、Part2 の内容を理解できる。

【知識、技能】②当時の黒人の
立場になって考え、自分の意見を
表現できる。【技能、思考力、表

①リスニング・リーディングを通し
て、Part2 の内容を理解する。
②自分が当時の黒人だったら、ボ
イコットに参加したかについて話
し合う。③ Part2 で用いられてい

【主体的な学び】コミュニケーション活動後の自己
評価シートへの記入。【対話的な学び】ペアワーク
を多く取り入れ、スピーキング・リスニングの機会
を増やす。コミュニケーション活動では、自己評価
シートの項目を意識させる。【深い学び】登場人物

・ワーク
シート

６

Part4 ロー
ザ か ら 若
者へのメッ
セージ

①リスニング・リーディングを通し
て、Part4 の内容を理解できる。

【知識、技能】②「差別をなくす
ために自分たちができること」に
ついて考え、自分の意見を表現
できる。【技能、思考力、表現力、
協働性】③ Part4 で用いられた
表現を理解できる。【知識】④本
文の意味を意識しながら、音読
活動ができる。【技能、表現力】

①リスニング・リーディングを通し
て、Part4 の内容を理解する。
②「差別をなくすために自分たち
ができること」について考え、話
し合う。③ Part4 で用いられてい
る新出の英語表現についての解
説を聞く。④意味を意識しなが
ら、音読活動を行う。

【主体的な学び】コミュニケーション活動後の自己
評価シートへの記入。【対話的な学び】ペアワーク
を多く取り入れ、スピーキング・リスニングの機会
を増やす。コミュニケーション活動では、自己評価
シートの項目を意識させる。【深い学び】「人種差
別の歴史」から「身近に存在する差別」に話を移し、

「差別」を自分たちの問題として考えさせる。様々
な意見を発表させ、それを教師が板書し、多様な
考え方があることを学ぶ。

・ワード
カ ウ ン
ター
・ワーク
シート
・think 
& write
ノート

７ まとめの
英作文

①「差別をなくすために自分たち
ができること」について、クラス
メートの意見を理解できる。【技
能、多様性、協働性】②「差別
をなくすために自分たちができる
こと」について、自分の意見を
80 語程 度で書くことができる。

【技能、思考力、表現力】

①ペアワーク→グループワーク→
クラス全体での発表（グループ代
表者）といった流れで、前時に考
えた「差別をなくすために自分た
ちができること」を共有する。
②「差別をなくすために自分たち
ができること」について、自分の
意見を 80 語程度で書く。

【主体的な学び】「差別をなくすために自分たちがで
きること」について多様な考え方があることを知る。

【対話的な学び】ペアワーク→グループワーク→ク
ラス全体での発表（グループ代表者）といった流れ
で意見を共有し、自分の意見を話したり、他者の
意見を聞いたりする機会を増やす。【深い学び】「差
別」を自分たちの問題として考えさせる。様々な意
見を発表させ、それを教師が板書し、多様な考え
方があることを学ぶ。様々な意見を参考に自分の
考えをまとめ、書くことで自分の意見を整理する。

・英作文

＊牧野先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全７時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。
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